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健康な国づくりに向けた
企業の積極的貢献

健
康
経
営
を
は
じ
め
と
し
て
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
に
対
す

る
注
目
が
高
ま
る
な
か
、
今
年
６
月
に
閣
議
決
定
し
た

「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
７
」
に
は
、
保
険
者
や
経
営

者
に
よ
る
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
個
人
の
予
防
・
健
康
づ

く
り
を
強
化
す
る
た
め
の
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
従

業
員
の
健
康
増
進
は
、
生
産
性
向
上
、
競
争
力
強
化
な

ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
企
業
に
も
た
ら
す
。
他
方
、
ヘ

ル
ス
ケ
ア
産
業
は
今
後
の
成
長
分
野
と
し
て
期
待
が
集

ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
健
康
経
営
の
重
要
性
と
推
進

の
意
義
や
効
果
に
つ
い
て
、
ま
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の

振
興
に
よ
る
国
民
全
体
の
健
康
増
進
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
の
取
り
組
み
や
政
府
の
施
策
動
向
等
を
踏

ま
え
て
議
論
す
る
。
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体調不良に伴う生産性への影響をとらえる指標

サラリーマン１人あたりで年間
医療費１１万円：生産性６０万円

アブセンティーズム プレゼンティーズム
病欠、病気休業
①本人へのアンケート調査「昨年一
年間に自分の病気で何日仕事を休
みましたか」で把握する。

②欠勤・休職日数を代理指標として
活用する。

何らかの疾患や症状を抱えながら出勤し、
業務遂行能力や生産性が低下している状態
本人への主観的質問項目により測定。
本研究ではWHO-ＨＰＱ（Health and 
Work Performance Questionnaire）
の３項目で算出。

経済産業省　平成２７年度健康寿命延伸産業創出推進事業（ヘルスケアビ
ジネス創出支援等）「健康経営評価指標の策定・活用事業」　東京大学政
策ビジョン研究センターWG　「アウトカム指標による健康経営の可視化」
東大WG報告書　http://pari.u-tokyo.ac.jp/unit/hpm.html 

健康関連総コスト（n=3,429）

プレゼンティーズム
77.9％

医療費
15.7％

傷病手当金
1.0％

労災補償費
0.9％

アブセンティーズム
（アンケート）
4.4％

体調不良に伴う
医療のコスト vs 生産性損失のコスト

　　　　 （n=3,429）
2014年度医療費
労災補償費
傷病手当金支給額
アブセンティーズム（アンケート）
プレゼンティーズム
　　　　　　　計

平均（円）
113,928
6,870
7,328
31,778
564,963
724,868

割合（％）
15.7％
0.9％
1.0％
4.4％
77.9％
100％

生
産
性
向
上
の
た
め
の
健
康
経
営

健
康
リ
ス
ク
の
上
昇
と

ア
ブ
セ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム
・

プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム

医
療
・
介
護
分
野
に
お
い
て

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
起
こ
し
て
い
く

健
康
経
営
の
推
進

井
上

ま
ず
鈴
木
委
員
長
か
ら
、
経
済
界
と
し
て
健

康
経
営
（
注
１
）
を
推
進
す
る
意
義
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
け

ま
す
か
。

鈴
木

健
康
経
営
に
は
、
大
き
く
分
け
て
２
つ
の
意

義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
１
つ
は
企
業
個
社
に
と
っ

て
の
メ
リ
ッ
ト
、
も
う
１
つ
は
社
会
全
体
の
メ
リ
ッ

ト
で
す
。

企
業
に
と
っ
て
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
従
業
員
の

健
康
を
維
持
・
増
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
性

が
向
上
す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
病
欠
が
少
な
く

な
り
ま
す
し
、
体
調
不
良
に
よ
っ
て
業
務
効
率
が
落

ち
る
、
と
い
っ
た
こ
と
も
避
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
健
康
保
険
組
合
の
財
政
の
健
全
化
、
ひ
い

て
は
企
業
・
従
業
員
の
健
康
保
険
料
負
担
の
軽
減
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
観
点
か
ら
は
、
企
業
と
健
康

保
険
組
合
が
協
力
し
て
取
り
組
む
「
コ
ラ
ボ
ヘ
ル

ス
」
と
い
う
考
え
方
が
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
健

康
経
営
に
は
、
こ
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
も

の
の
、
あ
ま
り
短
期
的
に
成
果
を
得
る
こ
と
は
望
め

ま
せ
ん
。
ま
た
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
変

え
、
行
動
を
変
容
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

か
ら
、
経
営
ト
ッ
プ
自
ら
発
信
す
る
こ
と
が
必
須
に

な
っ
て
き
ま
す
。

社
会
的
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
国
全
体
の
社
会

保
障
給
付
費
の
伸
び
の
抑
制
に
資
す
る
点
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
高
齢
化
に
よ
り
、
社
会
保
障
費
が
増
大
す

る
な
か
、
国
家
財
政
の
持
続
可
能
性
確
保
に
企
業
と

し
て
一
定
の
貢
献
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思

っ
て
い
ま
す
。

井
上

次
に
、
健
康
経
営
に
よ
る
効
果
、
介
入
の
効

果
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
、
古
井
先
生
よ
り
ご
発
言

を
お
願
い
し
ま
す
。

古
井

私
は
、
健
康
経
営
の
実
施
効
果
に
つ
い
て
、

健
診
デ
ー
タ
や
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
な
ど
の
分
析
を
進

め
て
い
ま
す
。
予
防
医
学
的
な
観
点
で
は
、
こ
の
４０

年
間
で
会
社
員
全
体
の
平
均
年
齢
が
３８
歳
か
ら
７
歳

上
昇
し
４５
歳
と
な
っ
た
こ
と
で
、
集
団
と
し
て
見
る

と
病
気
の
発
症
率
・
死
亡
率
は
、
約
２
倍
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
比
べ
、
従

業
員
の
健
康
に
対
し
て
投
資
す
る
企
業
と
投
資
し
な

い
企
業
と
で
は
、
そ
の
違
い
が
顕
在
化
し
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
集
団
の
加
齢
に
伴
う
予
防
医
学
的
な
健
康
リ

ス
ク
の
上
昇
は
、
実
は
「
ア
ブ
セ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム
」

（
病
気
・
体
調
不
良
に
よ
る
休
業
）や
「
プ
レ
ゼ
ン
テ

ィ
ー
ズ
ム
」（
出
勤
し
て
い
る
が
体
調
不
良
に
伴
い

業
務
遂
行
能
力
や
生
産
性
が
低
下
し
て
い
る
状
態
）

と
非
常
に
高
い
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
、
欧
米
と

の
共
同
研
究
で
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

で
も
い
く
つ
か
の
企
業
を
比
較
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

体
調
不
良
に
伴
う
社
員
１
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
年

間
約
１１
万
円
と
な
る
一
方
、
体
調
不
良
に
伴
う
ア
ブ

セ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム
を
総
計

し
た
生
産
性
の
コ
ス
ト
は
、
平
均
６０
万
円
ほ
ど
と
な

り
、
企
業
に
よ
っ
て
は
約
２
倍
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
体
調
不
良
に
伴
う
医
療
費
よ
り
も
生
産
性

の
損
失
の
方
が
コ
ス
ト
と
し
て
は
大
き
い
と
い
う
こ

と
が
、
日
米
欧
共
通
の
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
鈴
木
委
員
長
か
ら
「
健
康
経
営
は
短
期
的

な
成
果
を
得
る
の
が
難
し
い
」
と
い
う
ご
指
摘
が
あ

っ
た
よ
う
に
、
４０
〜
５０
人
規
模
の
中
小
企
業
の
場
合
、

約
１
年
で
集
団
の
効
果
が
出
て
い
る
の
に
対
し
、
５

０
０
０
人
以
上
規
模
の
大
企
業
で
は
、
早
く
て
３
年

か
か
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
大
規
模
な
集
団
で
効
果
を
上
げ
て
い
く
に

は
、
ま
さ
に
経
営
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
で
、
組
織
的
に
、
か
つ
継
続
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

井
上

政
府
が
６
月
に
閣
議
決
定
し
た
「
未
来
投
資

戦
略
２
０
１
７
」
で
は
、「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
が

柱
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
方
針
策
定
に

あ
た
り
、
未
来
投
資
会
議
の
構
造
改
革
徹
底
推
進
会

合
で
具
体
策
の
提
言
を
ま
と
め
ら
れ
た
翁
副
理
事
長

か
ら
、「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
７
」
に
お
け
る
健

康
経
営
の
位
置
付
け
、
推
進
の
た
め
の
施
策
な
ど
に

つ
い
て
、
ご
説
明
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

翁

未
来
投
資
会
議
の
医
療
・
介
護
に
か
か
わ
る
会

合
の
議
論
で
は
、「
医
療
・
介
護
分
野
に
お
い
て
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
起
こ
し
て
い
く
」
と
い
う
考
え

方
の
も
と
、
医
療
・
介
護
の
軸
足
を
「
健
康
管
理
と

病
気
・
介
護
予
防
」「
自
立
支
援
」
に
移
す
こ
と
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
に
「
団
塊
の
世
代
」

が
後
期
高
齢
者
に
突
入
す
る
こ
と
か
ら
、
２
０
２
０

年
ま
で
に
、
技
術
革
新
を
最
大
限
に
取
り
入
れ
た
、

新
し
い
医
療
・
介
護
・
予
防
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

改
革
の
方
向
性
は
次
の
４
点
で
す
。
第
１
に
「
国

民
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
デ
ー
タ
利
活
用
基
盤
を
つ

く
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
基
盤
を
活
用
し
て
、

第
２
に
「
保
険
者
に
よ
る
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
個
人

の
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
強
化
」
を
目
指
し
ま
す
。

鈴
木
委
員
長
か
ら
ご
指
摘
の
あ
っ
た
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス

は
、
こ
こ
に
含
ま
れ
ま
す
。
第
３
が
「
か
か
り
つ
け

医
を
中
心
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
健
康
管
理
・

医
療
」
で
、
具
体
的
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
遠

隔
診
療
に
よ
っ
て
、
健
康
管
理
を
維
持
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
第
４

（注１）「健康経営�」は健康経営研究会の登録商標

図表１ 健康関連コストの構造
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全体像

目指す姿 医療や介護の軸足を「健康管理と病気・介護予防」「自立支援」に移す

基盤構築や制度改革の内容・スケジュールを具体化し、年央の成長戦略に盛り込むとともに、ただちに実行に着手すべき。

○　オールジャパンでのデータ利活用基盤を構築し、個人の状態に合った、効果の高い予防・医療・介護の提供による、
健康寿命の延伸と高齢者の自立した生活を目指す。

○　ＡＩ、ロボット等の技術革新も活用し、高齢化・人口減少下でも質の高い医療介護サービス提供を可能とするモデル
を、世界に先駆けて構築。

○　基盤構築・制度改革・民間投資促進を一体的に進め、2020年には、技術革新を最大限取り入れた、新しい医療・介
護・予防システムを構築し、国民が安心できる医療・介護が2025年に国民生活に定着していることを目指す。

改革の方向性
○　まずは ① 国民にとって価値あるデータ利活用基盤が必要。この基盤を活用して、
　② 保険者によるデータを活用した個人の予防・健康づくりの強化、
　③ かかりつけ医を中心としたＩＣＴを活用した健康管理・医療、
　④ データやセンサー等技術を活用した質が高く持続可能な介護、
　の観点から制度改革に取り組むべき。これらを支える効果的な民間サービスの創出・普及にも取り組むべき。
○　こうした医療介護、予防サービスは、今後世界各国で必要とされるなか、日本は他国よりも早く課題に直面。
課題解決モデルを早期につくり上げ、グローバル市場の獲得と国際貢献を目指すべき。

従
業
員
の
８０
％
が「
働
き
が
い
」を

実
感
で
き
る
会
社
に
し
た
い

が
「
デ
ー
タ
や
セ
ン

サ
ー
等
技
術
を
活
用

し
た
質
が
高
く
持
続

可
能
な
介
護
」
で
す
。

医
療
に
つ
い
て
は
、

デ
ー
タ
が
か
な
り
そ

ろ
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
介
護
で
は
後
れ

を
取
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
効
果
的
な
ケ
ア

と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
分
析

し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

デ
ー
タ
の
利
活
用

に
つ
い
て
、
も
う
少

し
ご
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
、保
険
者
、自
治

体
、
医
療
機
関
等
か

ら
当
人
へ
提
供
さ
れ

た
健
診
結
果
や
予
防

接
種
歴
、
既
往
歴
な

ど
の
情
報
が
蓄
積
さ

れ
た
Ｐ
Ｈ
Ｒ（P

er-

sonal
H
ealth

R
ecord

）を
、
当
人
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
を
使
っ
て
管
理
す
る
と
と
も
に
、
自
分
自
身

の
血
圧
、
歩
数
な
ど
の
日
々
の
デ
ー
タ
も
保
険
者
な

ど
か
ら
の
働
き
か
け
を
受
け
て
健
康
管
理
に
活
用
し

ま
す
。
ま
た
、
個
人
の
医
療
保
健
デ
ー
タ
は
本
人
同

意
を
経
て
、「
Ｅ
Ｈ
Ｒ（E

lectronic
H
ealth

R
e-

cord

）基
盤
」
で
共
有
・
管
理
さ
れ
、
医
療
機
関
・

薬
局
・
介
護
施
設
等
に
提
供
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
当
人
を
中
心
に
多
様
な
主
体
が
活
用
で
き
る
基
盤

構
築
の
も
と
、
一
元
的
で
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
あ

る
デ
ー
タ
管
理
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０

１
７
年
４
月
に
成
立
し
た
「
次
世
代
医
療
基
盤
法
」

に
よ
り
、
匿
名
加
工
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
創
薬

な
ど
の
研
究
開
発
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
可
能
に
な
り

ま
す
。
こ
う
し
た
仕
組
み
を
構
築
す
る
う
え
で
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
保
険
者
に
よ
る
デ
ー
タ
活
用
に
つ
い
て
、

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

（
注
２
）
」
は
、
す
で
に
健
保
組
合
の

９９
％
が
策
定
済
み
で
す
。
他
方
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で

あ
る
「
特
定
保
健
指
導
」の
実
施
率
は
１７
・
８
％（
被

保
険
者
・
被
扶
養
者
全
体
）に
と
ど
ま
る
な
ど
、
個

人
の
行
動
変
容
に
つ
な
が
る
受
診
勧
奨
と
い
っ
た
具

体
的
な
働
き
か
け
は
、
保
険
者
に
よ
っ
て
差
が
あ
り

ま
す
。
経
営
ト
ッ
プ
の
積
極
的
姿
勢
の
も
と
、
企
業

も
保
険
者
と
共
同
し
て
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
を
強
化
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
等
を
活
用
し
た
効
果
的
な

介
入
等
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

ま
た
先
ほ
ど
、
健
康
経
営
の
推
進
に
よ
る
経
済
的

な
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、

保
険
者
の
取
り
組
み
を
促
す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付

与
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
健
保
組
合
に
対
す

る
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
加
算
・
減
算
制
度
に
お
け

る
加
算
率
等
の
引
き
上
げ
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
実
効
性
の
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
、
保
険
者
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
な
ど
を
通
じ
た
保
険
者
ご
と
の

取
り
組
み
の
差
異
が
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

未
来
投
資
戦
略
に
お
い
て
、
医
療
・
介
護
分
野
は

非
常
に
重
要
な
位
置
付
け
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
自
治
体
、
企
業
、
保
険
者
、
医
師
会
な
ど
が
一

体
と
な
っ
て
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
を
推
進
す
る
機

運
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

井
上

そ
れ
で
は
、
各
社
の
具
体
的
な
健
康
経
営
の

取
り
組
み
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
経
営
戦
略
上

の
位
置
付
け
、
取
り
組
み
の
具
体
的
な
内
容
、
効
果
、

課
題
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
ず
、

伊
藤
副
議
長
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

伊
藤

当
社
は
「
お
い
し
く
食
べ
て
、
栄
養
を
取
っ

て
、
健
康
を
つ
く
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
国
内
外
で
展
開
し
て
お
り
、“E

at
W
ell,

L
ive
W
ell.”

が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

世
界
初
の
「
う
ま
味
調
味
料
」
を
発
明
し
、
当
社

創
業
に
貢
献
し
た
科
学
者
・
池
田
菊
苗
は
、
ド
イ
ツ

留
学
の
際
、
ド
イ
ツ
人
の
体
格
の
良
さ
を
見
て
、
当

時
の
日
本
人
の
食
生
活
改
善
を
志
し
ま
し
た
。
当
社

の
取
り
組
み
は
、
そ
の
創
業
時
の
思
い
を
受
け
継
ぎ

つ
つ
、
現
在
は
う
ま
味
を
高
度
に
利
用
し
て
、
日
本

人
の
食
習
慣
の
良
さ
を
世
界
に
伝
え
て
い
ま
す
。
栄

養
や
健
康
で
社
会
の
役
に
立
つ
こ
と
が
、
結
果
と
し

て
わ
れ
わ
れ
の
経
済
価
値
を
つ
く
る
の
だ
、
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
「A

jinom
oto

G
roup

Shared
V
alue

（A
SV

）」
と
名
付
け
、
経

営
戦
略
の
中
心
と
し
て
い
ま
す
。

当
社
の
今
期
か
ら
の
中
期
経
営
計
画
で
は
、「
財

務（
経
済
的
価
値
）」
だ
け
で
な
く
、
初
め
て
「
非
財

務（
社
会
的
価
値
）」
の
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
な
か
で

も
、
当
社
調
味
料
に
よ
る
肉
・
野
菜
の
摂
取
量
、
当

社
製
品
に
よ
る
「
共
食
」
の
場
へ
の
貢
献
回
数
な
ど

の
具
体
的
な
数
値
を
挙
げ
て
、
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

例
え
ば
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
栄
養
改

善
で
は
、
ガ
ー
ナ
で
離
乳
期
の
子
ど
も
の
栄
養
を
改

善
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
ベ
ト
ナ
ム
で
学
校
給
食

の
仕
組
み
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
で
は
「
味
の
素
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
で
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
国
際
競
技
力
向
上
の
た
め
に
栄
養
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
健
康
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
従
業
員
が

健
康
に
働
く
こ
と
と
企
業
の
成
長
と
は
一
体
で
あ
る

と
考
え
、
当
社
の
「
行
動
規
範
」
の
な
か
で
「
従
業

員
が
健
や
か
に
働
け
る
よ
う
に
、
健
康
状
態
を
把
握

し
、
健
康
の
維
持
・
管
理
の
取
り
組
み
を
行
う
」
こ

と
を
明
示
し
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
健
康
経
営
に
向

け
た
２
つ
の
切
り
口
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
が
、
従

業
員
が
働
き
や
す
い
働
き
方
や
職
場
環
境
の
整
備
で
、

今
ま
さ
に
労
使
が
協
力
し
な
が
ら
「
働
き
方
改
革
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
１
日
７
時

間
労
働
を
目
指
し
、
７
時
間
３５
分
か
ら
、
現
在
７
時

間
１５
分
ま
で
就
業
時
間
を
短
縮
し
ま
し
た
。
今
年
の

４
月
か
ら
始
業
時
間
を
８
時
１５
分
に
早
め
、
１６
時
３０

分
に
退
社
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
間

図表２ 医療・介護現場を変革し、国民の将来不安を払拭する〈具体策の提言〉

出所：未来投資会議（４月１４日）資料

（注２）データヘルス計画：保険者が健診・レセプト情報等のデータの分析に基づいて保健事業を
PDCAサイクルで効果的・効率的に実施するための事業計画。「日本再興戦略」（２０１３年６月１４日閣議
決定）で全健康保険組合に対し、同計画の作成・公表、事業実施、評価等の取り組みが義務付けられた
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特集

「セルフ・ケア」「セルフ・ケアア」

“イキイキ” と活躍するための基盤となる健康増進をグループ、グローバルへ展開する

＜味の素健康管理施策＞
﹇
罹
患
時
﹈

［精神的疾患］［身体的疾患］

﹇
健
康
時
﹈

予防

治療
就業制限
職場での業務配慮

人間ドック
各種単独検診 過重労働フォロー

　ストレスチェック

メンタルヘルス回復プログラム
・再休業率の極小化が目的
・傷んだ心の治癒のみならず「痛みにくい心をつくる」
・自分自身のパーソナリティー、価値観を変容
・従来型うつ病の再休業率は 10％未満

全員面談
・すべての不調（フィジカル・メンタル）の発見の入り口
・全従業員（4,000 人）が対象　（30 分／人）
・過去 15 年以上継続

自社の製品・サービスの活用
・「アミノインデックス」がんリスクスクリーニング検査を定期健康診断に標準メニュー化（受診率 90％）
・アミノ酸系サプリメント「グリナ」を睡眠の生活改善施策に導入検討

がんリスクスクリーニング検査がんリスクスクリーニング検査
「アミノインデックス」

十分な欠勤・休職制度

全員面談

メンタルヘルス
回復プログラム

生
活
習
慣
病
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、

女
性
の
健
康
管
理
へ
の

取
り
組
み
を
強
化

で
あ
れ
ば
、
夕
食
の
買
い
物
を

し
て
帰
る
こ
と
も
、
保
育
園
に

子
ど
も
を
迎
え
に
い
く
こ
と
も

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
在
宅
勤
務
制
度
の
導
入

や
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
活
用
促
進
な

ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

２
つ
目
と
し
て
、
社
員
自
身

が
「
働
き
が
い
」
を
持
て
る
こ

と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
働
き

が
い
が
あ
れ
ば
、
労
働
時
間
の

面
で
多
少
き
つ
く
て
も
心
理
面

で
気
持
ち
よ
く
働
け
ま
す
が
、

逆
に
働
き
が
い
が
な
け
れ
ば
ス

ト
レ
ス
ば
か
り
溜
ま
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
当
社
で
は
国
内
の

従
業
員
約
４
０
０
０
人
に
対
し

て
、
１
０
０
％
の
実
施
率
で
個

別
面
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
面

談
は
、
各
地
に
い
る
産
業
医
と

保
健
ス
タ
ッ
フ
の
２２
人
体
制
で

対
応
し
、
１
回
に
か
け
る
時
間

は
３０
分
以
上
で
す
。
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
で
問
題
が
あ
っ
た
場
合
、

繰
り
返
し
面
談
を
し
て
、
原
因

を
特
定
し
、
専
門
医
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
休
職

後
の
復
帰
の
際
、
必
ず
同
じ
部
署
に
戻
っ
て
も
ら
い
、

様
子
を
見
な
が
ら
、
適
宜
、
配
置
を
考
え
る
、
と
い

う
や
り
方
を
取
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
診
断
で

は
当
社
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
展
開
し
て
い
る
「
ア
ミ

ノ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
�

」
が
ん
リ
ス
ク
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
、
す
な
わ
ち
血
液
中
の
ア
ミ
ノ
酸
濃
度
バ
ラ

ン
ス
を
測
定
す
る
こ
と
で
が
ん
リ
ス
ク
を
評
価
す
る

と
い
う
新
し
い
検
査
方
法
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
、「
働
き
が
い
」
が
一
番
大
事
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
「
自
己
実
現
」
で
す
が
、
私
た
ち
は
、

人
の
役
に
立
っ
て
初
め
て
お
金
を
も
ら
え
る
わ
け
で

す
か
ら
、
自
分
は
ど
う
や
っ
て
人
の
役
に
立
つ
の
か
、

一
人
ひ
と
り
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
触
れ
た
中
期
経
営
計
画
の
非
財
務
目
標

に
は
「
働
き
が
い
を
実
感
し
て
い
る
従
業
員
を
８０
％

に
す
る
」
と
い
う
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

井
上

鈴
木
委
員
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木

当
社
が
健
康
経
営
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
策

定
し
た
背
景
に
は
、
従
業
員
の
高
齢
化
が
あ
り
ま
す
。

当
社
の
年
齢
別
人
員
構
成
を
見
る
と
２
０
１
７
年
現

在
で
５０
歳
以
上
が
３８
％
弱
で
す
が
、
こ
れ
が
２
０
２

４
年
に
は
４７
％
程
度
に
な
り
、
５０
歳
代
以
上
の
従
業

員
に
健
康
で
働
い
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
健
康
経
営
を
推
進
し
つ
つ
、
６５
歳
定
年
制
を

２
０
１
９
年
か
ら
導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
背
景
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
法
令
の
最
低

限
を
カ
バ
ー
す
る
�
健
康
管
理
�か
ら
、攻
め
の
�
健

康
経
営
�
に
、
こ
こ
数
年
間
、
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
昨
年
、
厚
生
労
働
省

主
催
の
第
５
回
「
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー

ド
」
で
企
業
部
門
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
、
経
済
産
業
省
・
日
本
健
康
会
議
主
催
の

「
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
１
７（
大
規
模
法
人
部

門
）〜
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
〜
」
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
一
定
の
評
価
を
受
け
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
流
れ
を
も
う
一
段
加
速
す
る
た
め
に
、
今
年

度
か
ら
会
社
、
健
康
保
険
組
合
、
労
働
組
合
の
３
者

合
同
で
、「
健
康
づ
く
り
会
議
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
今
年
中
に
「
Ｍ
Ｙ
健
康
宣
言
」
を
発
信
す
る
予

定
で
す
。

ま
た
、
当
社
で
は
今
年
度
よ
り
３
カ
年
の
中
期
経

営
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
従
業
員
の

健
康
デ
ー
タ
を
一
元
的
に
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
、

今
後
３
年
間
で
完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
会
社
の
健
康
診
断
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
の
デ
ー
タ
の
ほ
か
に
、
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
も
入
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
、
実
験
的
に
、
社
員
約
２
０

０
人
に
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
バ
ン
ド
「
フ
ィ
ッ
ト
ビ
ッ

ト
」
を
持
た
せ
て
、
歩
数
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
、
睡
眠

状
態
な
ど
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
を
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。

も
う
１
つ
、
こ
の
３
年
間
で
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
の
は
、
�
生
活
習
慣
病
、
�
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
、
�
女
性
、
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
健

康
管
理
へ
の
取
り
組
み
で
す
。

生
活
習
慣
病
で
は
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
な

ど
に
関
し
て
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

と
り
わ
け
糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
に
つ
い
て
は
、

昨
年
行
っ
た
研
修
で
７
割
以
上
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・

エ
ー
ワ
ン
シ
ー（HbA

1c

）の
値
が
改
善
し
た
と

い
う
成
果
も
出
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
一
歩
進

め
て
、「
隠
れ
肥
満
」
の
見
え
る
化
の
た
め
「
内

臓
脂
肪
測
定
会
」
を
本
社
ビ
ル
内
で
初
め
て
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
社
と
健
康
保
険
組
合

が
共
同
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
適
切
な
運
動

習
慣
や
食
事
習
慣
等
の
健
康
行
動
の
動
機
付
け

を
促
す「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度
実
績
で
は
、
従
業

員
の
約
６
割
に
あ
た
る
２
万
４
０
０
０
人
が
参

加
し
、６
年
前
の
取
り
組
み
開
始
時
と
比
べ
る
と
、参

加
者
数
は
約
３
倍
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
従

業
員
が
５
�
〜
１０
�
を
歩
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
お
り
、
２
０
１
６
年
度
も
全
国
６５
カ
所

で
開
催
す
る
な
ど
、
健
康
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
で
は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

実
施
が
義
務
化（
２
０
１
５
年
１２
月
施
行
）さ
れ
る
以

図表３「健康経営」の推進

Copyright�2017Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved.
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ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
が
国
民
の

将
来
不
安
を
も
解
消
す
る

健
康
に
配
慮
し
な
が
ら
も

「
お
い
し
さ
」に
こ
だ
わ
り
た
い

前
の
２
０
１
０
年
度
か
ら
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
結
果
の
集
団
分
析
で
問

題
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
部
署
に
は
、
社
内
保
健
師
や

外
部
講
師
に
よ
る
組
織
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、

改
善
計
画
を
出
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
な
り
に
効
果
が

出
て
い
ま
す
。

ま
た
約
３
万
人
い
る
女
性
営
業
職
員
に
対
し
て
、

乳
が
ん
対
策
に
集
中
的
に
取
り
組
み
、
人
間
ド
ッ
ク

の
経
費
を
補
助
し
た
り
、
禁
煙
に
奨
励
金
を
出
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
各
部
署
に
お
け
る
健
康
経
営
へ
の
取
り
組

み
、
例
え
ば
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
参
加
率
、
メ
タ
ボ
の
改
善
指
導
の
参
加
率
な
ど
は
、

所
属
長
の
評
価
項
目
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
。

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の

振
興
に
よ
る
国
民
全
体
の

健
康
増
進

井
上
「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
７
」
の
副
題
、「So-

ciety
5.0

の
実
現
に
向
け
た
改
革
」
に
向
け
て
、
経

団
連
は
積
極
的
に
活
動
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、
ヘ

ル
ス
ケ
ア
分
野
に
お
い
て
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
、

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
活
用
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
日
本
は
世
界
一
高
齢

化
が
進
ん
だ
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
療
・
介
護
と

い
っ
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
振
興
に
よ
る
国
民

全
体
の
健
康
増
進
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
は
じ
め
に
、
翁
副
理
事
長

か
ら
、
未
来
投
資
戦
略
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
ご
発
言

を
お
願
い
し
ま
す
。

翁

高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
む
な
か
、
ど
の
企
業
も

ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

未
来
投
資
会
議
に
お
い
て
も
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
」
の

推
進
を
重
視
し
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
企
業
の
参
入
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
疾

病
管
理
や
予
防
、
在
宅
医
療
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
遠
隔
診
療
な
ら
で
は
の
付
加
価
値
が
認
め
ら
れ
る

部
分
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
エ
ビ
デ
ン
ス
を
構
築
し
、

２
０
１
８
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で
適
切
な
報
酬
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
、

関
係
者
が
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

介
護
分
野
に
つ
い
て
も
、
セ
ン
サ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
新
た
な
試
み
が
待
た
れ

て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て

る
と
い
っ
た
新
し
い
技
術
に
関
し
て
は
、
大
学
や
研

究
機
関
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
が
連
携
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山

積
し
て
お
り
、
民
間
企
業
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
も
大
き

な
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品（
一
般

用
医
薬
品
）へ
の
転
換
、
利
用
促
進
に
向
け
、
所
得

税
等
の
医
療
費
控
除
の
対
象
に
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を
含

め
る
と
い
う
税
制
上
の
サ
ポ
ー
ト
も
始
ま
り
ま
し
た
。

個
人
が
自
ら
の
健
康
を
管
理
し
、
病
気
や
介
護
を
予

防
し
て
い
く
意
識
が
高
ま
れ
ば
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
が

生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。
機
能
性
表
示
食
品
な
ど
健
康

を
増
進
す
る
食
品
な
ど
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
分
野
も
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
産
業
と

い
え
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
医
療
関
連
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
は

広
が
り
が
あ
り
、
産
業
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
産
業
が
育
っ
て
い
け
ば
、

医
療
の
質
も
向
上
し
、
雇
用
も
拡
大
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
国
民
の
消
費
が
伸
び
悩

ん
で
い
る
背
景
と
し
て
「
将
来
不
安
」
が
あ
る
こ
と

に
鑑
み
れ
ば
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
成
長
が
健
康
長

寿
を
実
現
す
る
方
向
に
貢
献
す
れ
ば
、
国
民
の
将
来

不
安
の
解
消
に
貢
献
し
、
日
本
経
済
の
成
長
に
大
き

く
寄
与
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
ま
す
。
国
民
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、
ま
た
医
療
保

険
財
政
を
健
全
化
す
る
方
向
に
も
好
影
響
を
も
た
ら

す
と
思
い
ま
す
。

井
上

次
に
、
伊
藤
副
議
長
よ
り
、
健
康
食
品
の
普

及
に
よ
る
健
康
増
進
と
い
っ
た
こ
と
を
中
心
に
、
自

社
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
領
域
に
お
け
る
事
業
展
開
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

伊
藤

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
と
い
う
と
、
医
療
・
薬
品

分
野
が
連
想
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
私
は
も
っ
と
「
健

康
に
良
い
こ
と
を
す
る
」
と
い
う
意
味
で
と
ら
え
れ

ば
、
食
品
産
業
や
外
食
産
業
な
ど
食
の
分
野
も
ま
た

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
は
、
日
本

に
お
け
る
コ
ア
産
業
の
１
つ
と
位
置
付
け
得
る
大
き

な
産
業
分
野
と
い
え
ま
す
。

「
食
」
は
健
康
の
非
常
に
重
要
な
部
分
で
あ
り
、
そ

の
重
要
性
に
つ
い
て
啓
蒙
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
食

品
メ
ー
カ
ー
の
大
切
な
仕
事
の
１
つ
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
「
共
食
」
と
い
う
の
も
、
非
常
に
重
要

な
食
習
慣
で
す
。
し
か
し
、
昨
今
、
大
学
の
学
食
で

は
１
人
用
の
席
が
一
番
混
ん
で
い
る
と
い
う
話
を
耳

に
し
ま
し
た
。
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
食
事
を
取
る

こ
と
は
、
楽
し
い
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
お

互
い
の
精
神
状
態
が
わ
か
り
あ
え
る
な
ど
、
健
康
面

の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
の
で
す
。
英
国
に
は
「
あ
な

た
は
あ
な
た
が
食
べ
た
も
の
で
で
き
て
い
る（You

are
w
hat
you

eat.

）」
と
い
う
格
言
が
あ
り
ま
す
。

毎
日
毎
日
壊
れ
る
細
胞
を
つ
く
り
直
し
て
、
人
が
社

会
的
な
活
動
を
す
る
た
め
に
、
食
が
非
常
に
重
要
で
、

生
き
る
た
め
に
食
が
あ
る
こ
と
は
、
実
は
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
基
本
的
知
識
を

社
会
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
と
て
も
大
切
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

健
康
食
品
に
つ
い
て
も
、「
特
定
保
健
用
食
品
」

と「
機
能
性
表
示
食
品
」と
い
う
２
つ
の
食
品
表
示
が

従業員が健康に働くことと企業の成長
は一体である。当社の「行動規範」に
おいて「従業員が健やかに働けるよう
に、健康状態を把握し、健康の維持・
管理の取り組みを行う」ことを明示し
ている。具体的な取り組みとして、約
４０００人の従業員に対して、１００％の実
施率で個別面談を行うなど、「働きが
い」を実感してもらうよう努めている。
また、食品産業もヘルスケア産業の一
部であると考え、「おいしさ」にこだ
わった健康食品の開発・普及に注力し
ている。 （伊藤雅俊）

未来投資会議の構造改革推進徹底会合の議
論では「医療・介護分野においてパラダイ
ムシフトを起こしていく」という考え方の
もと、医療・介護の軸足を「健康管理と病
気・介護予防」「自立支援」に移すことを
掲げている。その鍵となるのがデータの活
用・分析であり、国民一人ひとりの健康医
療関連データが一元的に管理される基盤整
備が不可欠である。健康経営の普及、ヘル
スケア産業の振興は、健康長寿、医療保険
財政健全化などにより、国民の「将来不安」
解消にも貢献し、日本の経済成長に大きく
寄与すると期待している。 （翁 百合）
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ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
共
同
で

ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
を
展
開

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
に
よ
る「
見
え
る
化
」が

人
々
の
健
康
感
度
を
上
げ
る

あ
り
、食
品
業
界
は
、そ
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

事
情
が
あ
っ
て
食
事
だ
け
で
は
十
分
な
栄
養
が
取
れ

な
い
場
合
は
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
補
完
す
る
と
い
っ
た

提
案
を
す
る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
重
要
な
仕
事
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス
を

ベ
ー
ス
に
製
品
開
発
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
康
に
良
い
だ
け
で
な
く
、「
お
い
し
い
」
と
い

う
こ
と
も
、
非
常
に
重
要
な
要
素
で
す
。
健
康
の
た

め
に
は
、
減
糖
・
減
脂
・
減
塩
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
お
い
し
い
か
ら
、
ど
う
し

て
も
取
り
す
ぎ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
な
ら
ば
塩
分

量
が
少
な
く
て
も
し
っ
か
り
と
「
だ
し
」
を
取
る
こ

と
で
、
お
い
し
さ
は
保
て
ま
す
の
で
、
今
後
も
、
そ

う
し
た
健
康
に
良
い
商
品
を
開
発
・
普
及
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
上

鈴
木
委
員
長
に
は
、
健
康
経
営
を
支
援
す
る

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
に
つ
い
て
、
お
伺
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴
木

当
社
は
、
も
と
も
と
財
団
で
人
間
ド
ッ
ク
事

業
を
行
っ
て
お
り
、あ
わ
せ
て
「
体
力
医
学
研
究
所
」

と
い
う
組
織
で
、
身
体
活
動
や
運
動
の
サ
ポ
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
蓄
積
し

た
知
見
等
を
活
用
し
て
、
Ｆ
ｉ
Ｎ
Ｃ
と
い
う
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
と
共
同
で
中
小
企
業
向
け
の
健
康
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
Ｍ
Ｙ
健
康
増
進
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
発
し
、

今
年
６
月
か
ら
提
供
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
従
業
員
の
ラ
イ
フ
ロ
グ
を
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
ア
プ
リ
で
記
録
・
管
理
し
、
健
康
の
維
持
・
増

進
を
図
る
、
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
ま
た
、
生

体
デ
ー
タ
・
ラ
イ
フ
ロ
グ
等
を
元
に
、「
パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ー
チ
Ａ
Ｉ
」
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
広
く
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
組
む
意
味
と
し
て
、
欧

米
と
り
わ
け
米
国
に
比
べ
る
と
、
日
本
は
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
が
少
な
く
、
支
援
も
十
分
で
な
い
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
一
昨
年
、
ア
ッ
プ

ル
が
医
学
研
究
者
向
け
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
「ResearchK

it

」
を
公
開
し
、
１
１
０

も
の
ア
プ
リ
が
世
界
の
研
究
機
関
か
ら
生
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
う
ち
日
本
発
の
ア
プ
リ
は
３
つ
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
状
況
を
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

世
界
で
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野

に
は
優
秀
な
人
材
が
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ

と
比
較
す
る
と
、
日
本
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。
他
方
、

日
本
は
、
世
界
で
最
も
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
要

介
護
者
を
含
む
高
齢
者
の
デ
ー
タ
を
か
な
り
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
の
財
産
と
い
え
る
も
の
で
す

が
、
こ
の
デ
ー
タ
を
活
用
で
き
る
次
世
代
の
人
材
が

育
っ
て
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
う
し
た
分

野
に
人
的
資
源
を
振
り
向
け
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

井
上

今
、
鈴
木
委
員
長
の
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
領
域
の
な
か
で
も
、
特
に
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
を
用
い
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
需
要
の
創
出
と
い
う

観
点
で
、
古
井
先
生
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

古
井

私
た
ち
予
防
医
学
を
社
会
に
広
め
た
い
と
考

え
て
い
る
者
か
ら
す
る
と
、
先
ほ
ど
翁
副
理
事
長
が

説
明
さ
れ
た
未
来
投
資
会
議
に
よ
る
�
援
護
射
撃
�

は
、
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、

が
ん
の
基
礎
研
究
か
ら
予
防
医
学
に
移
っ
て
１０
余
年

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
２
、
３
年
で
予
防
医
学
を
普

及
す
る
基
盤
整
備
が
本
当
に
進
ん
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
企
業
単
位
、

市
町
村
単
位
で
、
集
団
の
健
康
状
況
を
構
造
化
で
き

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
対
策
が
打
ち
や
す

い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
榊
原
会
長
が
民

間
議
員
と
し
て
参
画
さ
れ
る
経
済
財
政
諮
問
会
議
の

提
言
を
踏
ま
え
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

が
創
設
さ
れ
、
未
来
投
資
会
議
で
も
そ
の
本
格
稼
働

に
議
論
が
及
び
ま
し
た
。
今
夏
に
こ
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
は
完
成
し
、
厚
生
労
働
省
、
東
京
大
学
、
自
治

医
科
大
学
等
が
協
力
し
て
、
全
保
険
者
に
こ
れ
を
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
進
展
に
よ
り
職
種
別
の

特
徴
、
パ
タ
ー
ン
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、
痩
せ
型
で
も
若
い
う
ち

か
ら
血
圧
が
高
い
と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
長
時
間
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
、
座
位
や
緊
張
の

時
間
が
長
く
な
る
と
交
感
神
経
過
多
に
な
り
、
血
管

の
収
縮
が
進
む
た
め
で
す
。
ま
た
、
夜
中
に
血
圧
が

上
が
り
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
対
処
と
し
て
、
残
業
前
に
必
ず
血
圧
を
測
る
、

休
憩
時
に
は
水
や
お
茶
を
飲
ん
で
胃
腸
を
動
か
す
こ

と
で
、
副
交
感
神
経
を
刺
激
し
血
管
を
緩
め
る
、
と

い
っ
た
対
策
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
販
売
や
営
業
職
の
方
は
、
若
い
う
ち
か
ら

血
糖
値
が
上
が
り
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
食
事
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
不
規
則
で
あ
っ
た
り
、
い

わ
ゆ
る
「
ノ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
多
か
っ
た
り
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
健
康
経
営
に

取
り
組
む
会
社
で
は
、
宴
席
で
お
つ
ま
み
を
食
べ
る

順
番
を
「
最
初
に
枝
豆
、
か
ら
揚
げ
は
最
後
」
と
し

て
血
糖
値
を
上
げ
に
く
く
す
る
と
い
っ
た
対
応
を
管

理
職
が
若
手
社
員
に
伝
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

地
域
特
性
で
い
え
ば
、
例
え
ば
沖
縄
県
は
か
つ
て

は
「
長
寿
県
」
で
し
た
が
、
４０
歳
代
の
死
亡
率
は
、

都
道
府
県
別
健
康
寿
命
第
１
位
の
長
野
県
の
１
・
６

倍
で
す
。
な
か
で
も
が
ん
以
外
の
肝
臓
疾
患
に
よ
る

死
亡
率
が
高
く
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
で
調
べ
る
と
、
血

糖
値
が
高
く
、
脂
肪
肝
の
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
１
回
あ
た
り
の
飲
酒
時
間
が
全

国
平
均
よ
り
も
長
い
こ
と
、
ま
た
飲
酒
後
の
深
夜
に

ス
テ
ー
キ
等
を
食
べ
る
習
慣
が
背
景
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
飲
酒
の
合
間
に
チ
ェ

イ
サ
ー（
水
や
お
茶
）を
取
る
よ
う
に
す
る
、
と
い
っ

健康経営は、企業には生産性向上や健康保
険財政の健全化などのメリットがある。ま
た、従業員の健康増進を通じ、社会保障費
の伸びを抑制し、国家財政を持続可能なも
のとする面で企業は一定の貢献ができる。
当社は、特に、生活習慣病、メンタルヘル
ス、女性の健康管理への取り組みを強化し
ている。また、ベンチャー企業と共同で中
小企業向けの健康支援プログラムを開発し、
提供を始めた。高齢者データは日本の財産
ともいえ、これを活用できる優秀な人材を
ヘルスケア分野に振り向けていく仕組みが
必要だ。 （鈴木伸弥）

この４０年間で会社員の平均年齢が７歳上昇
し、職場における病気の発症率・死亡率は
２倍に高まるなか、従業員の健康に投資す
る企業としない企業の差が顕在化してきて
いる。企業には、経営トップのリーダーシ
ップのもと、健康経営に取り組むことが求
められる。一方、健保組合等のデータヘル
ス活用によって、職場の健康状況を構造化
でき、打つべき対策がわかりやすくなる。
データヘルスを活用し、各社および従業員
個々の健康状態を「見える化」することで、
健康に対する感度が高まっていくことが期
待される。 （古井祐司）
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特集

健康経営に取り組む企業への効果

MY健康増進サービスの概要

●事故等労務リスクの抑制
●メンタルヘルス不調者の予防

●疾病予防による医療費等のコスト削減
●長期的な健康保険料負担の抑制

●企業ブランド価値の向上
●優秀な人材の確保

●従業員の満足度・モチベーション向上
●欠勤率の低下・業務効率の向上

明治安田生命
提供サービス

FiNC提供サービス
（FiNC for Business）

■アンケート調査による組織・従業員の課題把握
■法定ストレスチェック
■エンゲージメントの把握

従業員の心身状態の可視化

経営者・人事総務担当向け

■ライフログ(歩数・体重・睡眠・食事)の記録・管理
■人工知能による健康改善へのアドバイス配信
■利用者の興味等に応じた動画・情報コンテンツ配信
■管理栄養士・薬剤師等専門家へのチャット相談
■FiNCモール(オンラインショップ)

など

など

健康改善への取り組み支援

■経営者のための電話相談
　（社会保険労務士、弁護士、税理士等が対応）

労務問題等に関するアドバイス
■健康・メンタルヘルスに関する相談
■妊娠育児に関する相談
■介護に関する相談
■人間ドック・レディースドックの相談・予約・優待
■郵送検診(血液検査キット)の優待
■スポーツクラブの優待

健康に対する不安の軽減

役員・従業員向け

リスク抑制

コスト低減

イメージアップ

労働生産性向上

（健康経営の推進・福利厚生の充実）

データヘルスの徹底による健康・予防施策の確立に向けて

医療保険者
治療

（保険給付）
予防

（データヘルス）

確立された仕組みを運用し、
施策決定に活用する段階

レセプトデータに基づく
見える化＆格差の是正

保険者に徹底し、
仕組みを確立する段階

健康維持率、生活習慣病の重症疾患の発症率、
服薬管理率等の加入者の特性に応じた指標により

データヘルスの進捗管理を行う保険者

成果指標；Key Performance Indicators

データヘルスのPDCAをまわして
事業の体系化・パッケージ化

対象は環境、
生活習慣等で
これから

パターン化が必要。

対象が明確（対症）で
すでに

標準化・体系化
されている。

何をやったかではなく、
効果があったか、なかったか。

それはなぜか？

経済・財政一体改革推進委員会 第２次報告
2016 年４月 28日 経済・財政一体改革推進委員会

２ 改革初年度（2016 年度）のスタートダッシュ
［１］社会保障　④データヘルスの強化
データヘルスのポータルサイトを活用し、地域や職場
ごとの健康課題を「見える化」したうえで、課題に応
じた「次の一手」（効果的な事業メニュー）の導入を支
援する。先進的なデータヘルス事業を体系的に整理、
パッケージ化することで、全国展開を推進する。

健
康
経
営
の
拡
大
を
期
待
す
る

健
康
経
営
効
果
が

出
て
い
る
企
業
の

３
つ
の
特
徴

健
康
経
営
が
経
団
連
会
員
企
業
に

浸
透
す
る
こ
と
を
期
待
す
る

た
対
応
を
思
い
つ

き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
に

よ
っ
て
集
団
の
構

造
が
明
ら
か
に
な

り
、
自
分
の
健
康

状
態
の
「
見
え
る

化
」
が
進
み
、
企

業
や
個
人
が
ア
ク

シ
ョ
ン
し
や
す
く

な
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

最
後
に
、
鈴
木

委
員
長
か
ら
も
ご

指
摘
が
あ
り
ま
し

た
が
、
日
本
は
他

国
と
比
べ
て
多
く

の
健
康
・
医
療
デ

ー
タ
を
持
っ
て
い

ま
す
。
先
日
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
会
合
に

参
加
し
て
わ
か
っ

た
の
で
す
が
、
健

康
診
断
に
よ
っ
て

２
０
０
０
万
人
以
上
の
血
液
や
健
康
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
持
っ
て
い
る
国
は
日
本
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
に
加
え
て
、
個
人
の
日
々
の
活
動
デ
ー
タ
を
も

う
少
し
上
手
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
人
々
の
健

康
感
度
が
上
が
り
、
消
費
行
動
を
促
す
こ
と
に
も
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
企
業
の
取
り
組
み
に

対
す
る
期
待
や
意
気
込
み

井
上

本
日
の
座
談
会
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
今
後
の
企
業
の
取
り
組

み
に
対
す
る
期
待
や
意
気
込
み
に
つ
い
て
、
皆
様
に

お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
は
じ
め
に
、

翁
副
理
事
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

翁

経
済
産
業
省
の
「
健
康
経
営
銘
柄
」
や
「
健
康

経
営
優
良
法
人
」（
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
）な
ど
に
指
定

さ
れ
た
企
業
を
、
就
職
活
動
中
の
学
生
も
注
目
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
働
き
方
改
革
も
そ
う
で
す
が
、
健

康
経
営
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
自
社
が
ど
の
よ
う
な

企
業
で
あ
る
か
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
、
良
い

人
材
を
獲
得
す
る
う
え
で
も
効
果
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

生
産
性
向
上
と
同
時
に
、
企
業
の
社
会
的
責
任
と
い

っ
た
観
点
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
健
康
経
営
の
動
き
が

広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
医
療
関
係
の
デ
ー
タ
は
散
在
し

て
お
り
、
有
効
活
用
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
、
高
齢
化
に
背
中
を
押
さ
れ
る
か
た
ち
で
す
が
、

デ
ー
タ
の
一
元
的
な
管
理
の
工
程
表
も
示
さ
れ
た
の

で
、
ぜ
ひ
着
実
に
実
現
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
デ
ー
タ
活
用
の
動
き
は
、

日
本
全
体
と
し
て
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分

野
の
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
や
普

及
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
っ

て
い
ま
す
。

井
上

古
井
先
生
、
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

古
井

健
康
経
営
の
効
果
が
出
て

い
る
企
業
を
見
る
と
、
３
つ
ほ
ど

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、

経
営
者
あ
る
い
は
旗
振
り
役
自
ら

が
、
行
動
し
体
験
を
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
経
営
ト
ッ
プ
自
身
が
、

「
な
る
ほ
ど
こ
れ
は
良
い
」「
こ
ん

な
工
夫
が
面
白
い
な
」
な
ど
と
実

感
す
る
と
社
員
へ
の
発
信
も
説
得

力
を
持
つ
で
し
ょ
う
。

２
つ
目
は
、
鈴
木
委
員
長
か
ら
ご
紹
介
の
あ
っ
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
従
業
員
の

５０
％
以
上
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
職
場
全
体

の
効
果
が
出
る
こ
と
が
、
デ
ー
タ
か
ら
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
大
企
業
で
、
例
え
ば
１
万
人
の
従
業

員
の
う
ち
５
０
０
０
人
が
参
加
す
る
の
は
、
な
か
な

か
大
変
な
こ
と
で
す
が
、
中
小
企
業
で
１
０
０
人
中

５０
人
が
、
ま
た
大
企
業
で
も
２０
人
の
部
署
の
な
か
で

１０
人
が
参
加
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
比
較
的
容
易
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
５０
％
以
上
の
参
加
率
を

目
指
す
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。

３
つ
目
は
、
や
は
り
継
続
性
が
大
事
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
１
年
単
位
で
の
評
価
で
は
、
１
〜
２
カ
月

で
や
め
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
で
き
る

だ
け
月
単
位
、
週
単
位
な
ど
小
刻
み
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
し
て
い
き
、
取
り
組
み
を
称
賛
す
る
な

ど
従
業
員
に
寄
り
添
う
こ
と
が
秘
訣
で
す
。

井
上

鈴
木
委
員
長
、
お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木

政
府
が
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
を
成
長
戦
略

の
柱
と
し
て
置
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
政

策
の
大
き
な
方
向
性
が
示
さ
れ
、
今
日
、
皆
さ
ん
か

ら
健
康
経
営
に
関
す
る
重
要
な
示
唆
を
い
た
だ
け
た

図表４ MY健康増進サービスの概要

提供：明治安田生命保険

図表５ データヘルスのポータルサイト創設
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会
社
自
体
が
健
康
で
な
け
れ
ば

健
康
経
営
は
で
き
な
い

と
思
い
ま
す
。
経
団
連
と
し
て
も
、
社
会
保
障
委
員

会
の
も
と
、
健
康
立
国
の
推
進
に
向
け
た
施
策
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
お
り
、
今
後
、
経
団
連
会
員
企
業

の
皆
さ
ん
に
向
け
て
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

今
、
古
井
先
生
か
ら
ご
指
摘
の
あ
っ
た
よ
う
に
、

経
営
ト
ッ
プ
自
ら
が
体
験
す
る
こ
と
、
参
加
率
を
５０

％
以
上
に
高
め
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
座
談
会
の
記
事
を
読
ま
れ
た
皆
さ

ん
が
、
刺
激
を
受
け
て
、
経
団
連
全
体
と
し
て
健
康

経
営
に
取
り
組
む
姿
勢
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

井
上

最
後
に
、
伊
藤
副
議
長
、
お
願
い
し
ま
す
。

伊
藤

会
社
の
健
全
な
成
長
を
つ
く
る
た
め
に
も
、

社
員
の
成
長
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
健
康
経
営
は
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
働
く
環
境
を
整

え
る
と
同
時
に
働
き
が
い
を
つ
く
っ
て
い
く
、
こ
の

両
方
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
と
、
良
い
効
果
が
出
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
社
は
、
そ
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社

業
と
し
て
、
国
内
外
で
人
々
の
健
康
的
な
生
活
に
食

か
ら
貢
献
す
る
こ
と
も
目
標
に
据
え
て
い
ま
す
。

健
康
経
営
を
推
進
す
る
に
は
、
会
社
自
体
が
健
康

で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
会
社
そ
の
も
の
の
健
康

診
断
が
と
て
も
大
事
で
す
。
若
い
こ
ろ
、
あ
る
英
国

人
か
ら“H

ealthy
E
arnings”

と
い
う
言
葉
を
学

び
ま
し
た
。
き
ち
ん
と
付
加
価
値
を
得
て
、
利
益
を

上
げ
、
広
告
費
を
か
け
て
、
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
り
、

そ
し
て
効
率
的
な
経
営
を
す
る
こ
と
で
す
。
そ
う
し

た
こ
と
も
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
て
、
健
康
経
営
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
広
く
社
会
に
目
を
向
け
る
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（Sustainable
D
evelopm

ent
G
oals：

持
続
可
能
な

開
発
目
標
）、Ｃ
Ｓ
Ｖ（C

reating
Shared

V
alue：

共
通
価
値
の
創
造
）、
Ｅ
Ｓ
Ｇ（E

nvironm
ent,So-

cial,G
overnance：

環
境
、
社
会
、
企
業
統
治
）と

い
っ
た
も
の
に
は
、
必
ず
広
い
意
味
で
の
「
健
康
」

が
根
底
に
あ
り
ま
す
。
経
団
連
は
今
、
社
会
的
課
題

の
解
決
に
向
け
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
過
程
で
健
康
を
つ
く
り
出
す
と
い
う
視
座
を
失

っ
て
は
な
ら
ず
、
健
康
経
営
の
徹
底
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア

産
業
の
振
興
は
、
わ
れ
わ
れ
企
業
に
と
っ
て
重
要
な

課
題
だ
と
い
う
こ
と
を
、
本
日
の
議
論
を
通
じ
て
あ

ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

井
上

本
日
は
貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（

２
０
１
７
年
７
月
７
日

経
団
連
会
館
に
て
）

撮影：工藤裕文


